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東京形成歯科研究会    

日本歯科新聞 記事紹介                                         

 

日本歯科新聞に掲載された東京形成歯科研究会の記事をご紹介させていただきます。 

 

媒体：日本歯科新聞 

掲載日：2020年 11月 10日（火曜日） 

掲載ページ：6面 

記事タイトル：東京形成歯科研究会 インプラント治療のニーズを模索  

記事内容：Email の場合 “別添” 、 FAXの場合 “本状含め 2枚目” 

 

後日、当会 Webサイト（下記・アドレス）に掲載します。上記の他にも記事を紹介（掲載）しています。 

http://www.tpdimplant.com/archive/ 
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2020年11月10日 日本歯科新聞6面掲載

で
は
、
月
岡
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
各
委
員
会
の
委
員
長
と

し
て
試
験
対
策
は
辻
野
哲
弘

氏
、
学
術
は
渡
辺
泰
典
氏
、
教

育
は
奥
寺
俊
允
氏
、
広
報
は
川

端
秀
男
氏
、
技
術
は
礒
邉
和
重

氏
が
紹
介
さ
れ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
症
例
発
表

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
テ
ー
マ
に

加
え
、
多
数
歯
欠
損
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
あ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
治

療
方
法
の
中
か
ら
患
者
中
心
の

治
療
を
行
う
た
め
の
治
療
計
画

と
実
施
に
つ
い
て
症
例
解
説
を

交
え
提
示
し
、
ウ
ェ
ブ
視
聴
者

か
ら
の
質
問
に
答
え
て
い
く
形

で
行
わ
れ
た
。

　
大
久
保
将
哉
氏
か
ら
は
、
詳

細
な
数
値
分
析
を
基
に
フ
ル
マ

ウ
ス
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
行
っ
た
症

例
報
告
、
大
川
穣
氏
か
ら
は
Ｐ

Ｒ
Ｐ
派
生
物
質
を
使
用
し
た
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。

　
午
後
も
症
例
発
表
と
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
続
き
、
川
崎
智
之
氏

か
ら
は
患
者
に
と
っ
て
の
低
侵

襲
性
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
選

択
、
岡
吉
孝
氏
か
ら
は
前
歯
部

顎
堤
保
存
の
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
患
者
側
に
立
っ
た
治
療
の

考
察
が
あ
り
、
今
回
の
テ
ー
マ

　
東
京
形
成
歯
科
研
究
会
（
月

岡
庸
之
会
長
）
は
、「
今
求
め

ら
れ
て
い
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
令

和
２
年
第
一
回
例
会
を
10
月
18

日
に
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
考
慮
し
、
ウ
ェ
ブ
上
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た

が
、
会
員
及
び
会
員
外
の
約
50

人
が
参
加
し
た
＝
写
真
。

　
同
研
究
会
で
は
従
来
か
ら
総

会
と
記
念
講
演
会
と
い
っ
た
全

体
集
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

同
例
会
は
、
よ
り
症
例
の
臨
床

的
な
検
討
と
日
本
口
腔
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
学
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｉ
）
専

門
医
お
よ
び
指
導
医
取
得
の
た

め
の
技
術
向
上
、
実
践
的
な
会

合
の
必
要
性
か
ら
今
年
か
ら
の

企
画
、
実
施
と
な
っ
た
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
よ
っ

て
恩
恵
を
受
け
る
患
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
治
療
方

法
に
つ
い
て
論
議
を
交
わ
す
と

い
う
全
体
構
成
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
形
式
で

行
わ
れ
、
非
会
員
が
自
由
に
参

加
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る

の
も
特
徴
。

オ
ー
プ
ン
形
式
の
一
般
講
演

に
先
立
ち
９
時
か
ら
は
会
員
限

定
の
ク
ロ
ー
ズ
講
演
が
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｉ
専
修
医
お
よ
び

専
門
医
を
目
指
し
て
い
る
会
員

が
、
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｉ
で
の
発
表
形
式

に
則
っ
て
症
例
を
発
表
。
会
員

か
ら
も
活
発
な
質
問
が
あ
り
、

改
善
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

◆
◇
◆

オ
ー
プ
ン
形
式
の
一
般
講
演

に
沿
っ
た
発
表
に
対
し
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
辻
野
試
験
対
策
委
員

長
か
ら
は
「
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｉ
専
門
医

へ
の
道
標
」
と
題
し
た
試
験
対

策
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
、

渡
辺
学
術
委
員
長
か
ら
は
論
文

作
成
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
っ

た
。

　
最
終
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
会

員
６
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
相

澤
八
大
氏
の
症
例
提
示
に
関
し

て
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
治
療
計
画

を
提
示
し
、
そ
れ
に
対
し
全
員

で
論
議
し
た
。

　
症
例
は
多
数
歯
欠
損
の
も
の

で
、
上
顎
臼
歯
部
の
高
度
骨
吸

収
を
有
し
た
難
易
度
の
高
い
も

の
で
、
全
顎
治
療
を
基
本
に
多

数
の
治
療
方
法
が
提
案
さ
れ

た
。

　
特
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

く
治
療
計
画
と
し
て
患
者
側
の

侵
襲
と
コ
ス
ト
低
減
で
論
点
が

白
熱
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
臨
床

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
た
。

同
研
究
会
施
設
長
の
奥
寺
元

氏
は
、
最
後
に
今
後
の
例
会
へ

の
期
待
と
学
術
主
体
の
自
主
的

な
運
営
を
提
言
し
、「
今
後
の

目
標
と
し
て
い
く
例
会
に
な
っ

た
」
と
期
待
を
示
し
た
。

東京形成歯科研究会

インプラント治療
のニーズを模索
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